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★サービス券★
チャ
ンス

6月1日、2日、3日、4日の4日間限り有効
このサービス券と満点カードで800円の
お買物ができます。

ありだハッピーカード会

発　行　所
紀州有田商工会議所
郵便番号　６４９－０３９８
和歌山県有田市箕島 33-1
電話　　８３−４７７７㈹
発 行 部 数  　７，０００部

１部 １００円

印刷者：株式会社　協 和

でも
ご覧になれます。

未生流
 市川生花教室 300円

司鈑金塗装工業所
　有田市山地10-2 ☎0737－83－4109

コンピューター調色システムカラボ導入店
自動車鈑金塗装

車のキズ・ヘコミ
見積サービス中!!

E-mail:unitec21@uenoyama-toko.com
詳しくはhttps://uenoyama-toko.com 

0120－34－1162

塗料が変わる、世界が変わる超微粒子の世界

株式会社  上 野 山 塗 工 所
ナノテクノロジー ナノコンポジットＷ

ISO450 0 1

トチノ保険事務所 TEL 0737-82-1409（栩野 嘉之）
栩野　嘉之
有田市箕島33-1 紀州有田商工会議所2階
TEL 0737-82-1409

（募集代理店）
アフラック和歌山支店
和歌山市友田町4-123 紀陽東和歌山ビル5階
TEL 073-422-6101

（引受保険会社）

塗装・看板塗装・看板
paint  & s ignpaint  & s ign

宮崎バイパス通り
☎23－8515 / 82－6072

和
歌
山
県
優
良
県
産
品
（
プ
レ
ミ
ア
和
歌
山
）

制
度
紹
介
・
令
和
五
年
度

申
請
受
付
ご
案
内

今、経営に悩みをかかえていませんか？商工会議所経営指導員が相談に応じます。
問い合わせ先:紀州有田商工会議所　ＴＥＬ:８３－４７７７

紀州有田商工会議所
相談及びセミナー参加ご希望の方は、当所までご連絡くださいＴＥＬ：８３－４７７７

６月５日㈪ ・１２日㈪
１９日㈪・２６日㈪ 

経営窓口相談
いずれも午後１時～３時
相談員　経営指導員

創業・融資・労務管理など
経営の諸問題についてご相談
をお受けします

６月 １２日㈪
午後１時～３時

労 務 相 談
相談員　経営指導員

労働時間、就業規則、時間
外協定等労働に関する相談
及び各種助成金の相談

６月１３日㈫
午後１時～３時

金 融 相 談 会
場所：紀州有田商工会議所
相談員：日本政策金融公庫

担当者
運転資金が必要な方、設備
資金の必要な方はご相談く
ださい。

※詳しくは、商工会議所まで

よろず 支 援 拠 点
デザイン関連相談会
開催日：6月14日㈬
　　　　１３時～１６時

WEBに関する出張相談会
※相談無料、事前予約

＊申込、問合せは商工会議所へ

事業承継・引継ぎ
出 張 相 談 会
事業承継・引継ぎ支援セン
ターによる出張相談会を開
催します。

開催日：6月28日㈬
　（毎月第4水曜日）

時　間：１３時～１６時
※秘密厳守、相談料無料

無料登記相談会
開催日：6月14日㈬

１３時～1５時
相談員：河原貴博司法書

士事務所
河原 貴博 氏

※相談無料、事前予約制
＊申込、問合せは商工会議所へ

６月１２日㈪・２６日㈪
いずれも午後１時～３時

記帳・税務相談
場所：紀州有田商工会議所
簡易帳簿、複式記帳の付け
方（パソコン会計含む）や
税務に関する相談をお受け
します。

６月１３日㈫
午後１時～３時

メンタルヘルス対策相談
場所：紀州有田商工会議所
相談員：村上 寿美子 氏
・職場のうつ病対策
・セクハラ、パワハラ
・メンタルヘルス教育研修
・求職者への職場復帰支援
・心の健康づくりに関するご相談
※専門の産業カウンセラーが相談
をお受けします。

６月１３日㈫
午後１時～３時

年金・助成金相談
場所：紀州有田商工会議所

相談員：村上寿美子
社会保険労務士

年金、助成金に関するご相談

窓口相談・セミナー等6月

─民話・伝説─
No.116こんな話が残っています

の
さ
ん
）
に
残
る
妙
法
寺

跡
は
、
宮
崎
落
城
の
際
兵
火

で
焼
失
、
宮
崎
氏
代
々
の
祈

願
所
で
あ
り
ま
し
た
。
小
豆

島
浄
妙
寺
は
宮
崎
氏
代
々
の

檀
那
寺
で
、
四
十
石
の
寺
領

が
寄
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
古

江
見
の
安
養
寺
に
は
信
仰
の

為
寺
領
が
寄
進
さ
れ
、
新
堂

の
観
音
寺
は
、
古
江
見
安
養

寺
の
六
坊
の
一
つ
を
移
し
た

も
の
で
、
辰
ヶ
浜
の
蓮
華
寺

も
、
元
古
江
見
寺
の
一
寺
で

天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
宮

崎
定
秋
の
誓
願
に
よ
り
開
基

し
ま
し
た
。
安
養
寺
・
観
音

寺
・
蓮
華
寺
の
三
寺
は
密
接

な
関
係
で
、
安
養
寺
文
書
に

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
立
神
社

は
宮
崎
氏
居
城
す
る
時
よ
り

社
殿
を
建
立
、
熊
野
三
所
、

飛
鳥
神
を
祀
っ
た
も
の
で
、

天
文
十
六
年
（
一
五
四
七
）

雲
秀
の
社
殿
建
立
、
天
正

十
八
年
（
一
五
九
〇
）
藤
原

弘
政
に
よ
る
第
四
回
の
社

殿
造
営
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
妙
見
社
も
永
正
十
八
年

（
一
五
二
一
）
定
辰
に
よ
り

修
理
さ
れ
た
こ
と
が
安
養
寺

文
書
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
お
城
が
あ
り
ま
し
た
地

元
野
村
に
は
、
関
係
の
密
接

な
寺
が
あ
り
、
本
宮
寺
は
宮

崎
定
頼
が
建
て
た
真
言
宗
寺

で
宮
崎
氏
の
菩
堤
寺
で
し
た

有田市における宮崎氏の事績

が
、
宮
崎
落
城
後
浄
土
宗
に

改
め
て
い
ま
す
。
仏
願
寺
は

嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）
に

建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

宮
崎
定
頼
が
南
に
庵
を
結
び

真
言
宗
で
し
た
が
、
落
城
後

野
村
の
東
北
に
移
し
善
福
寺

と
す
る
も
、
そ
の
後
仏
願
寺

と
名
称
を
変
え
、
浄
土
真
宗

に
な
り
ま
す
。
光
源
寺
は
野

村
の
北
地
で
、
明
応
二
年

（
一
四
九
三
）
宮
崎
定
頼
の

弟
宮
崎
次
郎
（
法
了
）
が
建

立
し
、
「
法
了
」
は
次
郎
の

得
度
し
た
釈
名
で
、
先
代
の

宮
崎
円
遵
氏
は
有
田
市
文
化

振
興
の
顕
著
な
指
導
者
で
、

龍
谷
大
学
名
誉
教
授
を
な

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
小
豆
島

国
尾
の
法
正
寺
は
大
永
二
年

（
一
五
二
二
）
宮
崎
定
頼
の

弟
宮
崎
次
郎
（
法
了
）
の
開

基
で
、
「
法
了
」
は
次
郎
の

得
度
し
た
釈
名
で
、
宮
崎
氏

と
関
係
の
深
い
寺
で
す
。
ま

た
立
神
社
沿
革
史
に
は
、
定

之
の
頃
将
軍
義
昭
が
紀
伊
に

下
り
、
立
神
社
に
三
年
間
住

し
た
と
の
話
が
あ
り
、
如
何

に
宮
崎
氏
が
頼
り
に
さ
れ
た

か
が
伺
い
知
れ
ま
す
。

提
供
・
有
田
市
文
化
協
会

事
績
と
言
い
ま
す
と
先

ず
神
社
・
仏
閣
が
あ
り
ま

す
。
箕
島
常
楽
寺
は
宮
崎
城

主
雲
秀
の
帰
依
が
厚
く
、

宮
崎
氏
の
菩
提
寺
と
し
て

伝
え
ら
れ
、
天
正
十
三
年

（
一
五
八
五
）
に
、
寺
田
一

町
三
反
余
の
寄
進
が
あ
り
ま

し
た
。
箕
島
神
社
は
天
文
四

年
（
一
五
三
五
）
に
藤
原
定

茲
、
同
雲
秀
の
造
営
で
、
翌

五
年
定
茲
の
宝
𠝏
寄
進
が
あ

り
ま
し
た
。
新
堂
の
本
光
寺

は
、
永
禄
年
間
（
一
五
五
八

～
六
九
）
宮
崎
彦
五
郎
の
建

立
で
、
寺
領
の
寄
進
が
あ

り
宮
崎
氏
の
位
牌
所
で
し

た
。
地
元
の
高
野
山
（
た
か

和
歌
山
県
が
優
良
な
県
産
品
を
認
定
・
推
奨
す
る
制
度
が
「
プ
レ
ミ
ア
和
歌
山
」

で
あ
る
。
令
和
五
年
度
の
申
請
受
付
（
製
造
物
分
野
）
が
六
月
二
十
六
日
よ
り
開

始
さ
れ
る
。
今
回
は
当
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の
プ
レ
ミ
ア
和
歌
山
認
定
商
品

の
紹
介
と
、
令
和
五
年
度
の
申
請
受
付
詳
細
に
つ
い
て
掲
載
す
る
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言

無
料
登
記
相
談
の
ご
案
内

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
ご
案
内

■
プ
レ
ミ
ア
和
歌
山
と
は
…

プ
レ
ミ
ア
和
歌
山
（
和
歌

山
優
良
県
産
品
推
奨
制
度
）

は
、「
和
歌
山
県
内
で
生
産
・

製
造
さ
れ
た
も
の
」「
安
心
・

安
全
を
重
視
し
た
も
の
」「
和

歌
山
ら
し
さ
・
和
歌
山
な
ら

で
は
の
も
の
」
こ
れ
ら
の
観

点
か
ら
、
優
良
な
県
産
品
を

和
歌
山
県
が
認
定
・
推
奨
す

る
制
度
で
す
。

○
令
和
四
年
度
当
商
工
会
議

所
会
員
事
業
所
プ
レ
ミ
ア

和
歌
山
商
品
の
ご
紹
介

○
プ
レ
ミ
ア
和
歌
山
推
奨
品

・
令
和
四
年
度
奨
励
賞

㈲
ヒ
カ
ル
オ
ー
キ
ッ
ド

胡
蝶
蘭
（
フ
ォ
ア
ス
Ｓ
Ｏ

Ｓ
Ｏ
）

○
令
和
四
年
度
版
掲
載
商
品

（
事
業
所
名
五
十
音
順
）

■
有
田
食
品
㈱

・
紀
の
国
仕
立
て
カ
レ
ー

ビ
ー
フ

・
紀
の
国
仕
立
て
カ
レ
ー

ポ
ー
ク

・
紀
の
国
仕
立
て
金
山
寺
味

噌
カ
レ
ー

・
紀
の
国
仕
立
て
ハ
ヤ
シ

■
有
田
箕
島
漁
業
協
同
組
合

・
紀
州
紀
ノ
太
刀

・
辰
ケ
鱧

■
㈱
伊
藤
農
園

・
100
％
ピ
ュ
ア
果
汁
（
だ
い

だ
い
、
ゆ
ず
、
す
だ
ち
）

・
100
％
ピ
ュ
ア
ジ
ュ
ー
ス

（
き
よ
み
し
ぼ
り
、
は
っ

さ
く
し
ぼ
り
、
み
か
ん
し

ぼ
り
）

・
ピ
ュ
ア
フ
ル
ー
ツ
寒
天

ジ
ュ
レ
み
か
ん

■
梅
義

・
紀
州
産
う
め
ゼ
リ
ー

・
有
田
産
み
か
ん
ゼ
リ
ー

■
川
口
水
産
㈱

・
国
産
特
大
う
な
ぎ
の
三
種

セ
ッ
ト

■
㈱
紀
州
有
田
蒲
鉾

・
鱧
つ
み
れ

・
無
添
加
ほ
ね
く

■
北
正
園

・
有
田
み
か
ん 

晩
生
林

・
有
田
み
か
ん 

宮
川
早
生

・
有
田
み
か
ん 

極
早
生
上

野
・
美
味
し
い
天
然
天
草

・
美
味
し
い
天
然
わ
か
め

・
美
味
し
い
天
然
布
海
苔

・
美
味
し
い
天
然
ひ
じ
き

■
喜
多
亭

・
温
州
み
か
ん
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ

・
有
田
ミ
カ
ン
マ
ド
レ
ー
ヌ

・
レ
モ
ン
カ
ー
ド

■
Ｋ
＆
Ｋ
Ｃ
ｉ
ｔ
ｒ
ｕ
ｓ
Ｆ

ａ
ｒ
ｍ

・
プ
レ
ミ
ア
ム
ス
ト
レ
ー
ト

み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
（
ゆ
ら

早
生
）

・
プ
レ
ミ
ア
ム
ス
ト
レ
ー
ト

み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
（
石
地

み
か
ん
）

■
㈱
雑
治
商
店

・
紀
の
国
み
か
ん
ど
り

■
丈
右
衛
門

・
鮎
の
あ
め
だ
き

・
丈
右
衛
門
の
鮎

■
㈱
早
和
果
樹
園

・
味
こ
い
し
ぼ
り

・
果
樹
園
の
濃
厚
み
か
ん

ジ
ュ
レ

・
て
ま
り
み
か
ん

・
果
樹
園
の
な
め
ら
か
み
か

ん
ジ
ャ
ム

・
み
か
ん
ア
イ
ス
バ
ー

■
㈱
橘
家

・
お
っ
ぱ
寿
司
（
鮎
甘
露
寿

司
）

■
㈱
Ｔ
Ｏ
Ａ 

湯
浅
ワ
イ
ナ

リ
ー

・
勹
果
（
和
歌
山
ゆ
ず
、
紀

州
南
高
梅
赤
、
和
歌
山
も

も
、
有
田
み
か
ん
）

■
㈱
ト
ー
タ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ

・
有
田
み
か
ん
ば
ぅ
む

・
湯
浅
醤
油
ば
ぅ
む

・
串
本
な
ん
た
ん
ジ
オ
バ
ウ

ム
■
㈱
ナ
ル
ト

・
生 

梅
う
ど
ん

■
㈱
西
村
物
産

・
生
姜
入
り
生
し
ら
す
の
佃

煮
・
し
ら
す
干
し

■
則
岡
醤
油
醸
造
元

・
橙
ぽ
ん
酢

■
花
野
食
品

・
紀
州
み
か
ん
酢

・
蜜
柑
王
国
み
か
ん
の
酒

・
有
田
み
か
ん
の
ア
イ
ス
な

ワ
イ
ン

・
み
か
ん
シ
ュ
ワ
ッ
酒
（
ス

パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
）

・
感
嘆
酒
檸
檬

■
藤
長
農
園

令
和
五
年
度

プ
レ
ミ
ア
和
歌
山
推
奨
制
度

申
請
受
付
期
間

〇
申
請
対
象

製
造
物
分
野
、
生
鮮
物
分
野

〇
受
付
期
間

・
製
造
物
分
野

令
和
五
年
六
月
二
十
六
日

㈪
～
七
月
十
四
日
㈮

・
生
鮮
物
分
野

随
時
受
付

※
生
鮮
物
に
つ
い
て
は
、
現

物
審
査
の
希
望
時
期
の
概

ね
二
か
月
前
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

〇
申
請
場
所
（
有
田
市
）

有
田
振
興
局
地
域
振
興
部

企
画
産
業
課

☎
〇
七
三
七
―
六
四
―

一
二
八
六

〇
申
請
方
法

原
則
、
申
請
場
所
に
メ
ー

ル
、
郵
送
ま
た
は
持
参
に

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
様
式
等
は
、「
プ
レ

ミ
ア
和
歌
山
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構

築
宣
言
」
は
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
取
引
先
や
価
値

創
造
を
図
る
事
業
者
の
皆
様

と
の
連
携
・
共
存
共
栄
を
進

め
る
こ
と
で
、
新
た
な
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
す
る

こ
と
を
、「
発
注
者
」
側
の

立
場
か
ら
企
業
の
代
表
者
の

名
前
で
宣
言
す
る
も
の
で

す
。「パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構

築
宣
言
」
で
は
、

一
．
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
の
共
存
共
栄
と
規
模
・

系
列
等
を
超
え
た
新
た
な

連
携

二
．
親
事
業
者
と
下
請
事
業

者
と
の
望
ま
し
い
取
引
慣

行
（
下
請
け
中
小
企
業
振

興
法
に
基
づ
く
「
振
興
基

準
」）
の
遵
守
を
宣
言
し
、

本
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
掲

載
す
る
こ
と
で
、
各
企
業

の
取
組
み
の「
見
え
る
化
」

を
行
い
ま
す
。

令
和
五
年
十
月
一
日
よ

り
、
消
費
税
の
仕
入
れ
税
額

控
除
の
方
式
と
し
て
「
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
」
が
導
入
さ
れ

ま
す
。
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要
と
留

意
点
、
具
体
的
な
実
務
の
ポ

イ
ン
ト
、
中
小
・
小
規
模
事

業
者
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。

○
開
催
日

令
和
五
年
六
月
二
十
七
日

㈫
○
時
間

十
三
時
三
十
分
～
十
五
時

三
十
分

○
会
場

〇
日
時

令
和
五
年
六
月
十
四
日
㈬

十
三
時
～
十
五
時

〇
場
所

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

四
階　

相
談
室

〇
相
談
員

河
原
貴
博
司
法
書
士
事
務
所

河
原 

貴
博　

氏

〇
相
談
料

無
料

〇
相
談
内
容

当
商
工
会
議
所
と
和
歌
山

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
が
連
携

し
、
出
張
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

各
月
の
相
談
内
容
に
つ
い

て
は
以
下
の
と
お
り
。

事
前
予
約
制
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
商
工
会
議
所
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
六
月
開
催
分

令
和
五
年
六
月
十
四
日
㈬

十
三
時
～
十
六
時

・
相
談
内
容
：
デ
ザ
イ
ン

（
ロ
ゴ
、
チ
ラ
シ
、
デ
ザ

当
商
工
会
議
所
で
は
、
会

員
事
業
所
の
新
商
品
や
新

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
情
報
を
メ

デ
ィ
ア
機
関
に
提
供
・
発
信

し
、
メ
デ
ィ
ア
掲
載
な
ど
の

広
報
へ
繋
げ
る
こ
と
を
支
援

す
る
「
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
新
商
品
や
新
サ
ー

ビ
ス
を
広
く
対
外
へ
周
知
し

た
い
が
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

原
稿
の
作
成
方
法
が
分
か
ら

日
頃
、
負
担
が
か
か
る
経

理
作
業
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
、
効
率
ア
ッ
プ
に
活
用
で

き
る
会
計
ソ
フ
ト
と
補
助
金

の
内
容
を
説
明
し
ま
す
。
ま

た
、
電
子
帳
簿
保
存
法
や
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
新
制
度
へ

の
対
応
で
細
か
な
経
理
作
業

も
増
え
る
こ
と
か
ら
新
し
い

ツ
ー
ル
が
自
社
で
ど
の
よ
う

な
活
用
が
で
き
る
の
か
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
開
催
日

令
和
五
年
七
月
十
四
日
㈮

○
時
間

十
三
時
三
十
分
～
十
五
時

三
十
分

○
場
所

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

○
定
員

三
十
名

○
講
師

高
校
生
の
職
業
紹
介
は
、

職
業
安
定
所
と
学
校
と
の
連

携
に
よ
り
実
施
し
て
お
り
、

国
（
厚
労
省
、
文
科
省
）、

高
校
（
全
国
高
等
学
校
長
協

会
）、
主
要
経
済
団
体
の
申

し
合
わ
せ
に
よ
り
、
以
下
の

と
お
り
求
人
の
手
続
き
や
応

募
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
が
厳

格
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
令
和
五
年
度
和
歌
山
県
内

求
人
取
扱
い
〉

求
人
受
付
開
始
：
六
月
一
日

㈭①
求
人
内
容
の
確
認
（
職
業

安
定
所
に
お
い
て
）

当
商
工
会
議
所
で
は
、
日

商
簿
記
検
定
取
得
促
進
と
し

て
三
級
取
得
に
向
け
た
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座
と
個
別
相

談
会
を
実
施
し
ま
す

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座
は
パ

ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス

マ
ホ
と
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
れ

ば
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
学

習
が
可
能
で
す
。
詳
細
は
以

下
の
と
お
り
。

■
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座

・
講
座
内
容

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
座
二
十
六
回

（
約
三
十
時
間
）
と
答
案

練
習
十
五
回
（
約
二
十
時

間
）、
模
擬
問
題
十
回
分

（
答
案
作
成
一
時
間
、
解

説
一
、五
時
間
／
回
）

・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

・
学
習
目
安
期
間

　

想
定
約
三
か
月

・
有
田
み
か
ん
搾
り 

長
閑

■
㈱
ふ
み
こ
農
園

・
温
州 

蜜
柑
し
ぼ
り

・
わ
か
や
ま
ス
ム
ー
ジ
ー

・
わ
か
や
ま
ポ
ン
チ

・
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
レ
（
南
高

梅
、
白
桃
、
じ
ゃ
ば
ら
、

柚
子
、
温
州
み
か
ん
）

・
甘
酒
プ
レ
ー
ン

・
香
織
醤
油 

梅

・
コ
ン
ポ
ー
ト
（
丸
ご
と
あ

ら
川
の
若
桃
、
ふ
さ
ご
と

は
っ
さ
く
、
ま
る
ご
と
温

州
ミ
カ
ン
）

・
フ
ル
ー
ツ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

し
ょ
う
ゆ
＆
梅
み
つ

・
紀
州
南
高
梅
（
梅
グ
ラ
ッ

セ
、
梅
み
つ
）

・
う
め
の
塩

■
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
ク
ス
ギ
ン

・
ふ
わ
り
も
ち
苺
（
ま
り
ひ

め
）

■
㈲
ヒ
カ
ル
・
オ
ー
キ
ッ
ド

・
胡
蝶
蘭
（
フ
ォ
ア
ス
Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ｏ
）

・
胡
蝶
蘭
（
フ
ォ
ア
ス
Ｓ
Ｏ

Ｓ
Ｏ
）

・
胡
蝶
蘭
（
フ
ォ
ア
ス
プ
レ

ミ
ア
ム
）

■
福
扇
水
産

・
極
釜
揚
げ
し
ら
す

・
釜
揚
げ
し
ら
す

■
和
歌
山
香
醸

・
熊
野
古
道
の
か
ほ
り
「
三

種
セ
ッ
ト
」

・
熊
野
古
道
の
か
ほ
り
「
そ

よ
風
」

・
熊
野
古
道
の
か
ほ
り
「
木

漏
日
」

・
熊
野
古
道
の
か
ほ
り「
杉
」

申
請
手
続
き
に
関
す
る
説
明

会〇
紀
南
会
場

・
日
時
：
令
和
五
年
六
月

十
五
日
㈭
十
四
時
～
十
五

時
三
十
分

・
場
所
：
西
牟
婁
振
興
局 

四
階

大
会
議
室

　
（
田
辺
市
朝
日
ヶ
丘
二
三

─
一
）

〇
紀
北
会
場

・
日
時
：
令
和
五
年
六
月

十
九
日
㈪
十
四
時
～
十
五

時
三
十
分

・
場
所
：
県
民
文
化
会
館　

三
階

　

特
設
会
議
室

　
（
和
歌
山
市
小
松
原
通
一

─
一
）

〇
先
着
順
。
事
前
に
別
紙

申
込
書
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

メ
ー
ル
で
の
申
込
が
必
要

で
す
。

○
申
請
相
談
は
、
紀
州
有
田

商
工
会
議
所
で
も
受
付
て

お
り
ま
す
。

〈
参
加
手
順
〉

①
準
備
：「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
構
築
宣
言
ひ
な
形
」
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
記
載

見
本
・
記
載
要
領
を
参
考

に
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

構
築
宣
言
」を
作
成
の
上
、

Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
変
換
。

②
登
録
：
登
録
ペ
ー
ジ
か

ら
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

構
築
宣
言
」
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
。

③
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構

築
宣
言
」
の
公
開
：
登
録

し
た
宣
言
は
、
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
登
録
企
業
一
覧

よ
り
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
詳
細
は
「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
構
築
宣
言
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
よ
り
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

○
講
師

北
畑
会
計
事
務
所

北
畑
米
嗣　

氏

○
内
容

・
制
度
概
要

・
免
税
事
業
者
か
ら
登
録
事

業
者
に
な
っ
た
場
合
の
対
応

・
請
求
書
の
記
載
方
法

・
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
事
業
者

の
取
り
消
し

・
経
理
の
仕
方

○
申
込

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

☎
〇
七
三
七
─
八
三
─

四
七
七
七

六
月
二
十
日
㈫
ま
で
に
お

申
込
み
下
さ
い
。

相
続
、
売
買
等
登
記
・
後

見
・
遺
言
等
「
司
法
書
士

業
務
全
般
」

※
参
考
に
な
る
資
料
が
あ
れ

ば
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

〇
申
込

ご
希
望
の
方
は
紀
州
有
田

商
工
会
議
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

☎
〇
七
三
七
─
八
三
─

四
七
七
七

イ
ン
ツ
ー
ル
、
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
等
）

○
七
月
開
催
分

令
和
五
年
七
月
十
二
日
㈬

十
三
時
～
十
六
時

・
相
談
内
容
：
商
品
開
発
・

企
画

（
ブ
ラ
ン
ド
ス
ト
ー
リ
ー
、

商
品
コ
ン
セ
プ
ト
、BtoB

営
業
等
）

○
申
込

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

☎
〇
七
三
七
─
八
三
─

四
七
七
七

な
い
際
な
ど
に
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

詳
細
、
掲
載
記
事
一
覧
は

紀
州
有
田
商
工
会
議
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

ナ
レ
ッ
ジ
フ
ォ
ー
ス
・

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

代
表　

藤
原 

敬
行 

氏

○
講
座
内
容

⑴
経
理
作
業
で
活
用
で
き
る

ツ
ー
ル（
ク
ラ
ウ
ド
会
計
）

と
は
？

⑵
こ
ん
な
こ
と
ま
で
で
き

る
！
ク
ラ
ウ
ド
会
計
で
で

き
る
こ
と

⑶
小
規
模
事
業
所
向
け
ク
ラ

ウ
ド
会
計
ソ
フ
ト
の
一
挙

比
較

⑷
電
子
帳
簿
保
存
法
・
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応

⑸
補
助
対
象
拡
充
！
Ｉ
Ｔ
導

入
補
助
金
と
は
？

⑹
補
助
金
を
上
手
に
活
用
し

た
会
計
経
理
業
務
効
率
化

○
申
込

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

☎
〇
七
三
七
─
八
三
─

四
七
七
七

②
七
月
一
日
～

・
事
業
所
が
学
校
に
求
人
票

を
提
出
（
学
校
指
定
の
場

合
）

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
求
人

票
を
公
開
（
学
校
指
定
で

な
い
場
合
）

③
事
業
所
見
学
の
実
施
（
希

望
生
徒
の
み
）

④
校
内
選
考
の
実
施

⑤
九
月
五
日
以
降

学
校
推
薦
の
開
始

⑥
九
月
十
六
日
以
降

選
考
試
験
の
開
始

⑦
採
用
通
知
（
内
定
）、
不

採
用

・
講
師

　
（
一
社
）
日
本
商
業
教
育

振
興
会

・
受
講
無
料

■
個
別
相
談
会

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座
受
講

者
を
対
象
に
個
別
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

案
内
は
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
受

講
者
に
メ
ー
ル
で
案
内
送

付
予
定

■
申
込
・
締
切

　

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

　

☎
〇
七
三
七
─
八
三
─

四
七
七
七

　

締
切
：
八
月
十
八
日
㈮

押
さ
え
て
お
き
た
い
実
務
の
ポ
イ
ン
ト

イ
ン
ボ
イ
ス
対
策
セ
ミ
ナ
ー

新
制
度
対
応
・
経
理
業
務
効
率
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー　
ご
案
内

高
校
生
の
就
職
活
動
の
ル
ー
ル

【
和
歌
山
県
】

日
商
簿
記
三
級

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座
・
個
別
相
談
会
の
ご
案
内

紀
州
有
田
商
工
会
議
所
＆
和
歌
山
県
よ
ろ
ず

支
援
拠
点　
合
同
経
営
相
談
会

本宮寺

光源寺

仏願寺


